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＜表1＞明治期キリスト教関係の不敬事件一覧   
22年06月  ニコライ堂尖塔不敬言説の流布（以降明治29年頃まで継続）  
22年09月  明治学院の祭日休業問題  
22年10月  石川県私立金沢女学校の大祭日登校問題  
22年11月  同志社の天長節祝賀問題  
23年12月  代言人有賀武雄の名古屋メソジスト教会脱会事件  
24年01月  第一高等中学校内村鑑三の不敬事件  
25年01月  北海道典獄大井上輝前の御真影拝礼廃止事件  
25年01月  熊本英学校教員奥村貞次郎の「眼中無国家」事件  
25年ⅩⅩ月  青森県基督教伝道師の修身教育破壊事件  
25年05月  金沢，基督教演説における小林光泰の天皇無宗教事件  
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25年06月  熊本県八代南部高等小学校生徒蓑田元卓の御真影不敬事件  
25年11月  サンフランシスコ基督教育年会石川定邦の御真影不敬事件  
26年01月  金沢市北陸英和学校阪野嘉一の勅語奉読不敬事件  
26年02月  新潟市某耶蘇学校における御真影拝礼中止事件  
26年04月  島根県立第一尋常中学校（松江中学校）生徒不敬事件  
26年ⅩⅩ月  山口県山口の牧師服部章蔵の親不孝事件  
30年ⅩⅩ月  新潟師範学校長村上浮光の基督教信者入学拒否事件  
ⅩⅩ年ⅩⅩ月  山口県教員某（基督教徒）の不敬事件  
33年05月 『青年の福音』山川均・守田文治らの皇太子結婚不敬事件  
40年03月  滋賀県立商業学校英語教師ヴォーリズ解雇事件  
41年05月  名古屋市金城女学校における地久節不敬事件  
45年06月  組合教会関東部会講演会における平田義道の楠公論事件  











元来ミッションスクールは外国宣教師が侍道の方便として設立せる学校にして日本国民を薫   







かわらず，キリスト教会連合は盛大な祝賀式をもった。翌年， 憲法に基づき開かれた第一回帝国  
議会の衆議院には，11名のキリスト教徒が議員として選出されている。しかしその後のキリスト  
教をめぐる環境は恵まれたものではなった。  
急激にたかまる国家主義・国粋主義の中にキリスト教の教勢は一転して衰退を示しはじめた。   
「信教の自由を許された教徒の喜びとは逆に，憲法成立の目から，キリスト教迫害は再び表  
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を知り，キリスト教に対する攻撃材料として不適当であると認めたゆえであろう。  
















（2）その他の学校における事件   
次に，ミッションスクール以外の学校で発生したキリスト教関連不敬事件の例をみよう。  









となった。   
この事件は，不敬事件としては最も有名でもあり先行研究も多い（6）。本稿では，主として言説  
と事実関係の側面から事件を再検討する。まず，攻撃の正当性から考えてみよう。当時の勅語に  
対する「拝礼」の状況については次の記事がてがかりとなる。   
吾嘗て我校有司の拝賀を観る，其進退の区々なる，姑く末節を問わずとするも，其の両聖影  
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（4）不敬事件に対するミッションの態度   
では，ミッションの側では「不敬」ということを如何にとらえていたのか。   
明治33年5月10日の皇太子嘉仁と九条節子の結婚式について，全国の新聞雑誌をはじめとする  
各メディアは奉祝礼賛の記事を掲載した。キリスト教関係のF福音新報ふ r護教』，F東京毎週新  
誌Jq乱 r声』なども積極的に奉祝社説を掲げた。しかし㌻青年之福音」第3号で守田文治は，  






「皇室に忠良なる基督教徒の大ひに悲む所なり」と訴えたq恥同日，カトリック機関誌『声j も  
巻頭に以下のような批判の社説を掲げている。  
【事例10】山川均の「青年之福音』不敬事件をめぐるミッションの反応（明治33年）   
「かれが狂暴不敬の言を聴て，誰か樗き哀しみ，且つ怒らざる者あらん。此の如く寓民の  
余念なく，歓喜の情に充たされつゝ在るの秋に際り，そも何が故にかゝる狂暴不敬の言を弄  
せしか，実に予輩は我 皇室に対し，我国家に対し，満腔の熱誠を捧げて，頃日の御慶典を  
祝賀し奉っりし丈け，それ丈け又此狂暴不講の言説をも嫌悪する者なり。然るに生憎や，之  
を漬せる者の耶蘇教徒てふ名を冒せるより，単り 皇室に対して不敬なりしに止まらず，施  
て累を我真正なる基督教にも及ほさんとす，且つ，彼の非耶蘇教徒は，之を奇貨とし，好機  
乗ずべしとなして，蛙鳴蝉嘆，耶教の攻撃を呼号するや疑ひなし。」（『声j第215号，M33・  













【事例11】内山愚童の不敬パンフレット配布事件（明治41年）   
明治41年11月，箱根林泉寺の禅僧内山愚童は，自ら寺において印刷した出版物「入獄記念  
無政府共産」という文書を各方面に配布した。パンフレットには「天子金もち大地主。人の  

























く失墜させた。   
ここで当初の対立図式を再検討してみよう。「キリスト教は西洋的でありしたがって反日本的  
である」という通念を示したが，その言説の生成過程を実例に即して読みなおしてみると，むし  
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た特筆すべき研究としては園田（1993）がある。   
（2）県立師範学校校長三浦渡世平氏によるこの談話は，「金城学院不敬事件」の関連記事である。   
（3）例えば，帝国大学予備門に入学を許可される生徒の数は，公立中学校と比べ，英語教育の充実した  
キリスト教学校の方がはるかに多かったと言われる（『明治学院百年史』195頁）。   
（4）明治学院の事件については，詳細不祥。『明治学院九十年史』，『明治学院百年史』，『明治学院史資  
料集』，『明治学院百年史資料集』（明治学院百年史委員会編）に該当記事は見出せなかった。   
（5）御真影の普及に関しては，龍谷1994，55頁～。   
（6）この事件に関しては藤波（1969），真山（1987），掘（1990）らの研究がある。特に堀は実証的に関  
係資料を整理しており，本文は主に掘研究に依拠しつつ事実関係を再構成した。   
（7）内村鑑三に関する研究としては，鈴木（1993），小原（1997），一高不敬事件に関しては小沢（1961）  
が詳しい。   
（8）第五高等学校においてドイツ人傭教師の不敬事件が発生した後，生徒が一定の礼法の制定を提案し  
た論文。本文は小股1995：128貢の補遺三資料によった。   
（9）この事件については上河による研究（1991）がある。一説には生徒ではなくその兄が信徒だった  
（小股1998）。   
（畑 『公教雑誌』は『公数万報』を前身とするカトリック教会の機関紙で，後に『声』とタイトルを改  
める。   
（川 プロテスタント系機関紙。植村正久が創刊（1890）した『福音週報』が内村鑑三事件に関する植村  
の論説によって発行禁止処分となり，その後刊行されたのがこの『福音新報』である。   
（lカ 龍谷によれば，同志社の国家祝日儀式は，直接制度の規制を受けることはなかったはずであるにも  
かかわらず，その展開は1880年から1945年に至る全期を通し，制度の規制を受けた学校とほぼ変ら  
ないものだった（1996，434頁）。   
（用 『護教』は山路愛山創刊（1891年）主筆のメソディスト三派の機関紙。『東京毎週新誌』は，『六合  
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